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長
岡
地
域
と
与
板
地
域
の
二
つ
の
似
た
大
き
な
戦
い

友

の
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こ
の
地
域
に
は
戊
辰
戦
争
時
、
信
濃
川

右
岸
側
に
牧
野
家
の
長
岡
城
、
左
岸

側
に
は
井
伊
家
の
与
板
城
が
あ
り
、

日
本
を
三
分
す
る
戦
争
で
こ
の
両
藩

は
敵
同
志
と
な
っ
た
。
一方
、
時
代
を

さ
か
の
ぼ
る
と
、
戦
国
時
代
の
「御
館

の
乱
」
の
と
き
も
県
内
を
三
分
す
る
戦

い
の
中
で
戦
火
を
交
え
て
い
る
。

一
、
成
辰
戦
争

長
岡
藩
、
与
板
藩
と
も
徳
川
譜
代

の
名
門
大
名
と
し
て
隣
接
し
て
い
る

が
、
前
者
は
会
津
藩
を
中
心
と
し
た

奥
羽
越
列
藩
同
盟

（東
軍
）
に
属
し
、

後
者
は
本
県
の
内
で
も
数
少
な
い
新

政
府
軍

（西
軍
）
に
属
し
た
。

与
板
周
辺
で
は
、
長
岡
城
を
中
心

と
し
た
大
激
戦
程
で
は
な
い
が
、
四
ヶ

月
余
り
激
戦
が
あ
っ
た
が
あ
ま
り
知

ら
れ
て
は
い
な
い
。
東
軍
の
会
津
、
米

沢
、
村
上
、
桑
名
、
上
山
諸
藩
は
与
板

周
辺
の
各
所
か
ら
与
板
城
を
目
指
し

て
攻
撃
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ら
諸
藩
に

対
戦
す
る
与
板
藩
に
は
、
長
州
、
薩

摩
、
飯
山
、
富
山
、
尾
張
、
松
代
、
高

田
、
高
速
の
各
藩
兵
が
加
わ
っ
て
抗
戦

し
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
勤
皇
の
民
間

義
勇
兵
の
方
義
隊

（居
之
隊
）
も
加
勢

し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
五
月
二
十
八

日
に
は
早
朝
か
ら
戦
闘
が
始
ま
り
城

の
数
百
メ
ー
ト
ル
近
く
ま
で
攻
め
込

ま
れ
夜
半
に
は
戦
火
に
よ
り
城
が
焼

失
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
以
降
も
膠
着

状
態
が
続
き
和
島
や
、
出
雲
崎
等
の

与
板
周
辺
で
戦
闘
が
続
い
た
。
与
板

藩
は
二
万
石
の
小
藩
で
は
あ
る
が
も

し
陥
落
す
る
と
な
る
と
西
軍
は
、
越
後

の
中
央
部
分
の
拠
点
を
失
う
こ
と
と

な
り
政
局
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い

と
認
識
し
て
か
、
関
原
の
会
議
所
に
い

た
長
州
藩
の
山
県
有
朋
、
土
佐
藩
の

岩
村
精
一郎
は
与
板
へ
戦
地
状
況
把
握

長
岡
市

は
平
成
の

り
広
域
に

な

っ
た
．
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の
た
め
度
々
来
て
加
勢
し
て
い
る

こ
の
戦
争
に
は
武
ｌｆ
の
み
な
ら
ず

農
民
や
商
人
等

般
住
民
も
多
く
人

足
と
し
て
、
ま
た
資
金
や
住
居
、
物
品

の
提
供
を
強
制
さ
れ
て
い
た

供
出
物

資
に
は
米
、
薪
、
柴
木
、
杉
枝
、
縄
、

依
、
沢
庵
、
梅
十
、
味
噌
、
味
噌
漬
、

茄
子
、
胡
瓜
、
青
菜
、
み
ょ
う
が
、
ご

ぼ
う
、
酒
、
等
の
種
々
の
物
が
あ
り
、

例
え
ば
沢
庵
は

軒
に
三
本
、
卜
本
と

指
定
さ
れ
て
い
た
と
与
板
町
史
に
は

記
さ
れ
て
い
る
。

戦
争
に
よ
る
武
ｌｆ
の
戦
死
傷
者
も

当
然
多
い
が
、
住
民
も
人
足
と
し
て
戦

地
に
お
い
て
流
れ
弾
に
当
た
り
死
傷

し
た
り
、
戦
火
で
家
を
失
っ
た
り
し
て

甚
大
な
被
害
を
蒙
っ
て
い
る
。
封

建
制
度
を
覆
し
た
明
治
維
新
、

即
ち
日
本
の
政
治
制
度
の
近
代

化
は
多
く
の
住
民
の
働
き
や
協

力
、
犠
牲
の
上
に
成
立
し
た
も
の

で
あ
る
と
我
々
は
認
識
す
べ
き
で

あ
る
。

二
、
御
館
の
乱

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「天
地

人
」
は
ま
だ
記
憶
新
た
で
あ
ろ
う

が
、
上
杉
謙
信
が
亡
く
な
っ
て
、

二
人
の
養
子
で
あ
る
景
虎

（北
条

氏
康
の
七
男
）
と
景
勝

（長
尾
政

景
、
兼
信
の
姉
・仙
桃
院
夫
妻
の

子
）
の
跡
目
争
い
、
通
称

「御
館

の
乱
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
越
後
を

三
分
す
る
内
乱
が
あ
っ
た
。
与
板
城

（直
江
）
は
中
越
で
は
数
少
な
い
景
勝

側
で
、
対
す
る
景
虎
側
の
長
岡
地
域
の

蔵
王
堂
城

（丸
田
）
、
栖
吉
城

（上

杉
）
、
栃
尾
城

（本
庄
）
、
小
木
城

（板
屋
）
で
周
囲
を
囲
ま
れ
る
状
況
で

あ
っ
た
。
与
板
周
辺
各
地
で
戦
闘
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
こ
の
戦
い
で
も
多
く
の

住
民
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

現
在
世
界
各
地
で
は
同
じ
国
内
で
宗

教
や
、
民
族
、
政
治
信
条
の
違
い
で
、
悲

惨
な
対
立
を
繰
り
返
し
て
い
る
国
家

（ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
シ
リ
ア
、
イ
ラ
ク
、
中

国
、タ
イ
等
）が
あ
る
。「歴
史
は
繰
り
返

す
」
と
い
う
が
、
未
来
永
劫
日
本
国
内

で
こ
の
よ
う
な
争
い
が
絶
対
に
起
き
て

欲
し
く
な
い
も
の
で
あ
る
．

参
考
文
献
　
与
板
町
史
「通
史
編
・ド
巻
」

水
野
秀
雄

（み
す
の
ひ
て
お
）
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
Ｗ
年

（１
９
４
２
）
長
岡
市
与
板
生
ま
れ
。
新
潟
県
職

員
と
し
て
県
庁
や
県
庁
の
各
部
局
出
先
事
務
所
多
数
勤
務

後
、
郷
里
与
板
町
教
育
長
に
就
任
。
平
成
２１
年

（有
）
水
野

不
動
産
、
行
政
書
士
事
務
所
、
富
士
火
災
海
上
保
険

（株
）

代
理
店
開
業
。
新
潟
県
行
政
書
士
会
綱
紀
委
員
、
河
井
継
之

助
記
念
館
友
の
会
会
計
監
査
、
長
岡
郷
土
史
研
究
会
監
事
。

第3回米百俵まつり 中央初代兼続役の筆者
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今
年
の
花
火
は
中
越
地
震
か
ら

十
年
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ｍ
や
平
原
綾

香
さ
ん
の
ジ
ュ
ピ
タ
ー
の
生
ラ
イ
ブ

な
ど
力
が
入
つ
て
い
た
，
何
よ
り
お

人
気
に
恵
ま
れ
た
．
全
国
で
は
異

常
気
象
が
続
き
、
夏
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
も
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

と
い
う
か
ら
、
打
ち
Ｌ
げ
ら
れ
た

の
は
幸
い
だ
っ
た
Ｉ
化
火
客
は
百
．

万
人
を
超
え
た
そ
う
だ
が
、
人
月

一日
、
三
日
の
記
念
館
に
は
、
涼
を

求
め
て
足
を
運
ば
れ
た
方
も
多
か

っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
．
今
年
も
じ

っ
と
り
と
し
た
空
気
を
感
じ
な
が

ら
、
花
火
の
ま
た
た
く
夜
牢
を
見

Ｌ
げ
、
長
同
の
夏
が
過
ぎ
て
い
く

そ
し
て
こ
れ
が
終
わ
る
と
、
東
北
の

夏
祭
り
が
始
ま
る
足
音
が
ＩＩＩＩ
こ
え

る
　
東
北
の
祭
を
追
い
か
け
て
い
く

と
、
東
北
を
北
上
で
き
る
と
い
う

が
、
ど
こ
か
長
岡
の
夏
は
そ
の
は
じ

ま
り
の
よ
う
に
感
じ
る
の
で
あ
る
¨

一晰

卯

一

●
と
う
げ
し
ょ
う
Ｃ
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会報 峠/1峠 .の越後長岡を歩く。遠方からの客人 12・

筆ｆ

『峠
』の
越
後
長
岡
を
歩
く
⑬
番
外
編

司
馬
遼
太
郎
の

『峠
』
に
描
か
れ
て
い
る

「越
後
長
岡
」
の
風
景
を
現
在
に
訪
ね
る
シ

リ
ー
ズ
。
今
回
は
番
外
編
と
し
て
、
加
茂
を
歩
い
て
み
ま
し
た
。

●
『峠
』
下
巻
・新
潮
文
庫
３
５
８
ペ
ー
ジ
よ
り

「加
茂
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
経
済
的
に
う
る
お
っ
て
い
ま
し

へ
ゆ
く
。
加
茂
を
本
営
に
す
る
つ
も
り
　
た
。
市
川
家
と
い
う
加
茂
一帯
の
大
庄

だ
っ
た
。
加
茂
は
越
後
の
東
部
山
地
が
西
　
屋
は
、
金
と
銀
の
両
替
商
の
役
割
も

に
尽
き
て
平
野
が
は
じ
ま
ろ
う
と
す
る
と
　
担
い
、
そ
の
交
換
量
は
新
潟
よ
り
も

こ
ろ
に
あ
り
、
北
は
新
潟
か
ら
人
里
、
南
　
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
額

は
長
岡
か
ら
人
里
、
そ
の
あ
い
だ
を
信
濃
　
の
軍
資
金
の
確
保
地
と
し
て
は
最
適

川
が
水
運
を
提
供
し
て
い
る
。
長
岡
城
を
　
　
だ
っ
た
の
で
す
。

う
ば
い
か
え
す
に
は
こ
れ
ほ
ど
い
い
戦
闘
　
　
か
く
て
同
盟
軍
の
各
藩
代
表
が
加

指
揮
所
は
な
い
で
あ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
茂
に
集
結
し
、
五
月
二
十
二
・
二
十
三

日
、
軍
議
を
開
き
ま
し
た
し
こ
れ
が
加

茂
軍
議
で
す
　
こ
の
地
で
河
井
は
体

勢
を
立
て
直
し
、
今
町
、
そ
し
て
八
Ｉ

沖
へ
と
南
ド
し
、
長
岡
城
を
奪
還
す

五
月
十
九
日
、
長
岡
城
が
西
軍
の

手
に
落
ち
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
軍

（東
軍
）
は
形
勢
を
立
て
直
す
べ
く

後
退
し
ま
す
．
森
市
峠
を
越
え
、
栃

尾
、
葎
谷
、
桑
名
藩
預
所
だ
っ
た
加

茂
へ
と
退
却
し
、
五
月
　
十
　
日
、
河

井
は
当
初
は
皆
川
家
、
さ
ら
に
加
茂

町
の
大
庄
屋
に
拠
点
を
構
え
た
と
さ

れ
ま
す
〓

な
ぜ
加
茂
が
諸
藩
の
集
合
場
所
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
．
理
山
は
二
つ

考
え
ら
れ
ま
す
。
一
つ
め
は
地
理
で

す
‥
加
茂
は
、
信
濃
川
水
系
の
加
茂

川
が
ま
ち
を
貫
き
、
越
後
平
野
と
山

問
地
と
の
境
日
、
城
奪
還
に
は
戦
略

的
要
地
と
い
え
ま
し
た
．

二
つ
め
に
経
済
力
で
す
．
加
茂
町

る
の
で
す
こ

「北
越
の
小
京
都
」
加
茂
は
、
現
在

で
も
古
い
小
路
な
ど
に
■
蔵
・
‐―１１
屋
が

残
っ
て
い
ま
す
．
古
く
は
加
茂
川
の
水

流
に
よ
り
木
材
が
運
ば
れ
、
桐
箪
笥
な

ど
本
工
業
が
発
達
し
ま
し
た

市
川
邸
跡
は
今
で
は
北
越
銀
行
加

茂
支
店
と
な
っ
て
い
ま
す
‐
敷
地
内
に

は
、
市
川
家
顕
彰
碑
。明
治
人
■
加
茂

行
在
所
跡
の
碑
・
案
内
枚
が
■
っ
て
い

ま
す
．
市
川
家
顕
彰
碑
に
は
、
河
井
の

名
と
、
明
治
十
一年
、
北
越
巡
業
中
の

明
治
天
皇
が
こ
こ
で
御
朴
．餐
を
召
さ

れ
た
こ
と
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
．
現
在

の
銀
行
裏
手
に
は
市
川
邸
の
船
着
場

も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
加
茂
川
が
流
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
近
く
の
上
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
前
に
は
、
皆
川
邸

跡
を
示
す
石
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
．

Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
か
ら
徒
歩
五
分
の
加

茂
山
公
同
に
は
、
一加
茂
」
の
名
の
山

来
と
な
っ
た
青
海
神
社
が
ま
つ
ら
れ

て
い
ま
す
〓
こ
の
公
園
そ
ば
の
大
昌
寺

は
、
同
盟
年
の
米
沢
藩
が
本
陣
を
置

之
力
か
ら
の
多
人

函
館
生
ま
れ
、
岩
手
県
釜
石
市
か
ら
お
越

し
の
渡
邊
真
龍
さ
ん
は
、
釜
石
中
学
校
の
校

長
だ
っ
た
当
時
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
防
災
教
育
や
、
東
日

本
大
震
災
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
、
全
国
で

講
演
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

●
来
館
の
き
っ
か
け
は

歴
史
が
好
き
で
、
講
演
後
に
色
々
な
土
地

に
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
愛
知
県

新
城
市
で
講
演
し
た
後
、
長
野
県
恵
那
市
の

観
光
後
、
「東
洋
の
ポ
ン
ペ
イ
」
と
呼
ば
れ

る
群
馬
県
嬬
恋
の
鎌
原
観
音
堂
に
立
ち
寄
っ

て
、
長
岡
へ
。
良
寛
さ
ん
、
河
丼
継
之
助
、

山
本
五
十
六
の
軌
跡
を
尋
ね
に
来
ま
し
た
。

●
河
井
継
之
助
に
つ
い
て
は

●

イ

ン
タ
ビ

ュ
‥
①

正

し

い
と
思

っ
た
ら

や

る

い
た
所
で
す
。
裏
山
の
墓
地
に
は
、
会

津
藩
や
桑
名
藩
な
ど
束
軍
兵
士
の
墓

が
複
数
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
（高
柳
）

※
参
考
文
献
／

「か
も
い
ろ
冬
号
２
０
１
４
・
４
」加
茂
商
工
会
議
所

「小
京
都
加
茂
山
古
道
　
加
茂
歴
史
散
策
マ
ッ
プ
」

加
茂
商
工
会
議
所

河
丼
継
之
助
も
学
ん
だ
、
陽
明
学
が
好
き

で
す
。
今
回
講
演
後
の
一番
先
の
観
光
地
に

選
ん
だ
恵
那
市
は
陽
明
学
者
、
佐
藤
一斎
の

出
身
地
で
し
た
し
、
吉
田
松
陰
・坂
本
龍
馬

な
ど
、
幕
末
の
志
士
た
ち
を
動
か
し
た
陽
明

学
の
「正
し
い
と
思
っ
た
ら
や
る
」
と
い
う
考

え
に
魅
力
を
感
じ
ま
す
。
あ
る
意
味
危
険
な

考
え
だ
け
れ
ど
、
そ
う
い
っ
た
人
で
な
け
れ

ば
新
し
い
世
界
は
作
れ
な
い
、
と
思
い
ま
す
。

●
長
岡
市
の
印
象
は

高
速
道
路
・新
幹
線
も
あ
っ
て
交
通
は
抜

群
な
の
に
、
観
光
の
宣
伝
が
今

一
つ
足
り
な

い
と
思
い
ま
す
。
記
念
館
ま
で
大
き
な
案
内

板
も
な
く
て
残
念
で
す
。
お
米
と
お
酒
だ
け

で
は
、
観
光
に
弱
い
気
が
し
ま
す
。
今
後
に

期
待
し
た
い
で
す
。

お
時
間
の
な
い
な
か
、
急
な
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
も
こ
こ
ろ
よ
く
引
き
受
け
て
下
さ
っ

て
、
い
つ
し
か
記
念
館
職
員
は
そ
の
饒
舌
な

話
し
方
に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回

は
惜
し
く
も
良
寛
さ
ん
の
地
へ
行
く
こ
と
は

断
念
さ
れ
、
い
つ
か
お
車
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
た
ぜ
ひ
河

井
継
之
助
記
念
館
に
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
一三
日
）

:   ,
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‐EI 会報 峠/特別展「山田方谷」における河井継之助・パネル紹介

ヽ

初
夏
に
か
け
て
、
当
館
の
ガ
ト
リ
ン
グ
砲
な
ど
を
お
貸
し
し
た
岡
山
県
立
博
物
館

の
方
に
記
事
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
別
展
「山
田
方
谷
」
に
お
け
る
河
井
継
之
助

同
山
県
立
博
物
館
副
参
十
　
耕
＝

一原
一
　
油
押

一
乙

平
成
二
十
六
年
■
月

、十
二
日
か

ら
六
月
一
十
九
日
ま
で
、
岡
山
県
立

博
物
館
に
お
い
て
特
別
展

一山
田
方

谷
」
を
開
催
し
ま
し
た
　
出
品
資
料

は
全
百
七
十
二
件
‥

百
点
を
越
え

る
資
料
を
展
示
し
ま
し
た
　
そ
の
約

四
分
の
一
は
、
展
覧
会
初
出
品
と
な

る
も
の
で
、
中
に
は
調
査
段
階
で
新

た
に
発
見
さ
れ
た
資
料
も
あ
り
ま
し

た
〓
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
展
示
資
料

の
メ
イ
ン
の
　
つ
が
、
「塵
壺
」
や
ガ

ト
リ
ン
グ
砲
な
ど
河
井
継
之
助
に
関

連
す
る
資
料
で
し
た
。

山
田
方
谷
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初

め
に
か
け
て
活
躍

し
た
儒
学
者
で

す
。
備
中
松
山
藩

主
板
倉
勝
静
の
元

で
藩
政
改
革
を
断

行
。
莫
大
な
借
財

を
抱
え
た
藩
財
政

を
数
年
間
で
立
て

直
し
、
逆
に
多
く

の
蓄
財
を
作
り
上

げ
ま
し
た
。
多
く
の
藩
が
財
政
難
に

苦
し
む
中
、
そ
の
改
革
は
注
目
さ

れ
、
様
々
な
藩
の
藩
士
が
備
中
松
山

藩
を
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
、
河
井
継

之
助
が
方
谷
の
も
と
を
訪
れ
た
の
も

こ
の
頃
で
す
。
一方
、
藩
主
勝
静
は
幕

府
か
ら
寺
社
奉
行
に
抜
擢
さ
れ
、
方

谷
も
ま
た
、
勝
静
の
顧
間
と
し
て
幕

末
の
幕
府
政
治
に
携
わ
る
こ
と
に
な

る
の
で
す
。

本
展
覧
会
で
は
、
方
谷
の
生
涯
を

大
き
く
四
つ
に
分
け
て
紹
介
し
ま
し

た
。
第

一
章
は
陽
明
学
者
山
田
方
谷

の
誕
生
。
第
二
章
は
、
政
治
家
山
田

方
谷
と
備
中
松
山
藩
の
幕
末
．
第
三

章
と
第
四
章
は
、
教
育
者
山
田
方
谷

で
す
。
近
年
、
教
育
者
と
し
て
の
方

谷
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
今
回
も
二

章
に
わ
た
つ
て
取
り
あ
げ
ま
し
た
。

河
井
継
之
助
も
、
方
谷
に
影
響
を

受
け
た
人
物
の
一
人
と
し
て
紹
介
し

ま
し
た
。
「塵
壷
」
や
両
親
へ
の
手
紙

か
ら
は
継
之
助
の
人
柄
が
偲
ば
れ
ま

し
た
し
、
大
迫
力
の
ガ
ト
リ
ン
グ
砲

（模
型
）
は
、
北
越
戦
争
の
凄
ま
じ

さ
、
激
し
さ
を
想
像
さ
せ
ま
し
た
。

多
く
の
来
館
者
が
こ
の
貴
重
な
資
料

に
感
激
し
、
見
入
っ
て
い
ま
し
た
．
担

当
と
し
て
、
遠
く
岡
山
の
地
ま
で
お

貸
し
い
た
だ
け
た
こ
と
に
心
よ
り
感

謝
し
て
い
ま
す
。　
方
で
、
短
い
期
間

な
が
ら
方
谷
や
そ
の
門
人
た
ち
と
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
し
た
岡
山
の
地

に
再
び
訪
れ
た
こ
と
を
継
之
助
も
喜

ん
で
く
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
て

い
ま
す
．］

今
回
の
展
覧
会
が
契
機
と
な
り
、

山
田
方
谷
と
河
井
継
之
助
の
顕
彰
が

い
っ
そ
う
進
み
、
併
せ
て
両
者
の
研

究
が
進
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

竹

原
伸

之

（た
け
は
ら
の
ぶ
ゆ
き
）プ

ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
４２
（１
９
６
７
）
年
岡
山
市
生
ま
れ
。平
成
２
年
に
岡
山

県
立
学
校
教
員
と
し
て
採
用
後
、
岡
山
県
古
代
吉
備
文
化

財
セ
ン
タ
ー
、公
立
高
等
学
校
教
諭
、岡
山
県
教
育
庁
、岡
山

県
立
図
書
館
を
へ
て
、
平
成
２２
年
４
月
よ
り
現
在
岡
山
県
立

博
物
館
副
参
事
。

司
馬
遼
太
郎
の
『峠
』
●パネル紹介

平
成
五
年
に
榎
峠
を
眺
望
す
る
越

の
大
橋
西
詰
に

『峠
』
の
文
学
碑
が

立
ち
ま
し
た
。
こ
の
碑
の
裏
側
に
は

司
馬
遼
太
郎
さ
ん
が
書
き
下
し
た
―

『峠
』
の
こ
と
―
と
題
し
た
一文
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
司
馬
さ
ん
の
「継
之

助
」
と

「長
岡
藩
」
へ
の
思
い
入
れ
、

そ
し
て
書
き
終
え
た
時
の
気
持
ち
が

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

パ
ネ
ル
に
も
記
さ
れ
た
、
そ

の
終
わ
り
の
部
分
を
紹
介
し
ま

す
ｃｌ
か
れ
は
商
人
や
工
人
の
感

覚
で
藩
の
近
代
化
を
は
か
つ
た

が
、
最
後
は
武
士
で
あ
る
こ
と

の
み
に
終
始
し
た
．

―
武
士
の
世
の
終
焉
に
あ
た

っ
て
、
長
岡
藩
ほ
ど
そ
の
最
後

を
み
ご
と
に
表
現
し
き
っ
た
集

団
は
な
い
．
連
命
の
負
を
＝
受

し
、
そ
の
こ
と
に
よ
つ
て
歴
史
に

む
か
っ
て
語
り
つ
づ
け
る
道
を

え
ら
ん
だ
。

―
書
き
終
え
た
と
き
、
悲
し
み
が

な
お
昇
華
せ
ず
、
虚
空
に
小
さ
な
金

属
音
に
な
っ
て
鳴
る
の
を
聞
い
た
。

パ
ネ
ル
前
の
ケ
ー
ス
に
は
、
赤
。

青
・黄
・緑
と
カ
ラ
フ
ル
に
手
直
し
さ

れ
、
何
回
も
推
敲
さ
れ
た
自
筆
原
稿

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

（渋
谷
）

‥
醸
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河
井
継
え
助
は
ど
う

い
う
人
物
？

そ
の
⑭

加
茂
軍
議

（
一
）

四
年
五
月
二
十
一
ロ
ギ
ーー
な
各
藩
代

表
は
会
津
藩

一
瀬
要
人
、
米
沢
藩
中

条
＝
前
、
上
山
藩
祝
新
兵
術
、
村
松

藩
森
重
内
、
長
岡
藩
河
片
継
之
助
、

桑
名
藩
立
見
鑑
二
郎
で
あ
る

加
茂
軍
議
の
席
Ｌ
、
継
之
助
は
ず

か
ず
か
と
村
松
藩
代
表
席
に
赴
き
、

「長
岡
落
城
戦
の
際
、
私
共
へ
鉄
砲

を
打
ち
掛
け
ま
し
た
理
由
を
お
答
え

く
だ
さ
れ
」
と
詰
め
寄
っ
て
い
る

村
松
藩
の
森
重
内
は
老
人
だ
つ
た

か
ら
、
馬
耳
東
風
と
受
け
流
し
た

が
、
も
う
一
人
の
近
藤
貢
は
、
河
井
の

剣
幕
に
狼
狽
し
た
〓

「当
藩
兵
は
決
し
て
裏
切
っ
た
の
で

は
ご
ざ
ら
ぬ
〔
私
共
が
こ
う
し
て
こ

の
席
に
参
Ｌ
し
て
い
る
の
は
、
列
藩

の
義
を
ｒ
せ
ん
が
為
．
決
し
て
不
義

は
い
た
し
ま
せ
ぬ
」
と
弁
解
し
た
こ

「我
が
兵
は
防
壁
の
前
か
ら
攻
撃
を

受
け
た
の
で
は
な
く
、
後
か
ら
銃
撃

さ
れ
た
の
で
す
ぞ
。
濃
霧
と
は
い

え
、
宿
陣
地
の
安
普
寺

・
正
覚
寺
の

西
側
に
は
、
我
が
陣
地
が
構
築
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
お
き
づ
き
く
だ
さ
る

こ
と
は
当
然
、
知
悉
さ
れ
て
い
た
と

思
っ
て
い
ま
し
た
」

近
藤
は
村
松
藩
中
に
あ
っ
て
、
清

廉
で
高
潔
な
Ｈ
付
役
と
し
て
名
望
が

あ
っ
た
。
国
学
の
素
養
も
高
く
勤
王

の
志
を
持
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ

会
津
藩
に
同
情
的
だ
っ
た
。

村
松
藩
に
は
掘
右
衛
門
七
郎
と
い
う

佐
幕
派
家
老
が
お
り
、
積
極
的
な
同

盟
参
加
を
推
進
し
て
い
た
が
、
そ
の

背
景
に
は
宿
年
の
藩
内
派
閥
抗
争
も

あ
っ
た
。
近
藤
は
む
し
ろ
、
そ
れ
ら
の

局
外
に
あ
つ
て
、
村
松
藩
を
ま
と
め

よ
う
と
加
茂
軍
議
に
列
席
し
た
の
だ

が
、
結
局
、
長
岡
落
城
の
責
任
を
追

及
さ
れ
る
形
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
や
が
て
、
河
井
継
之
助
の

舌
峰
は
、
長
岡
城
の
奪
還
に
課
題
が

移
り
、
そ
の
作
戦
計
画
が
継
之
助
か

ら
示
さ
れ
た
。
ま
ず
長
岡
へ
向
う
途

中
の
要
衝
の
奪
還
で
あ
っ
た
。（稲
川
）

世
に
小
千
谷
会
談
は
著
名
だ
が
、

加
茂
軍
議
は
そ
う
知
ら
れ
て
い
な

い
．
慶
応
四
年

（
一
人
六
八
）
五
月
二

Ｈ
に
小
千
谷
町

（小
千
谷
市
）
寺
町

の
慈
眼
寺
で
行
な
わ
れ
た
小
千
谷
会

談
と
同
月

一十

一日
、
＾
十
一
日
、

加
茂
町

（加
茂
市
）
の
人
庄
屋
市
川

正
平
治
方
で
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
軍

の
諸
将
が
集
ま
っ
た
軍
議
は
、
北
越

戊
辰
戦
争
の
会
談
で
は
双
壁
で
あ

る
。加

茂
は
交
通
の
要
衝
で
、
越
後
の

商
人
が
何
か
と
利
用
し
て
い
た
。
河

井
継
之
助
も
藩
政
改
■
に
お
い
て
、

加
茂
町
商
人
に
使
■
を
は
か
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
ま
た
加
茂
町
の
蘭
方

医
森
田
専
庵
と
も
交
流
が
あ
っ
た
し

そ
の
加
茂
に
長
岡
落
城
後
、
長
岡

藩
兵
と
奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
諸
藩
兵

が
集
結
し
た
　
さ
し
せ
ま
っ
た
問
題

は
連
合
軍
と
し
て
、
ど
う
新
政
府
軍

と
戦
う
か
が
対
策
会
議
の
目
的
だ
っ

た
が
、
そ
こ
で
、
河
井
継
之
助
は
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
を
取
る

奥
羽
越
列
藩
同
盟
は
米
沢

・
仙

台

・
会
津

。
―・―‥
内
の
各
藩
が
リ
ー
ド

し
て
、
奥
羽
越
　
―
ノし
の
諸
藩
が
連

合
し
て
で
き
た
同
盟
軍
で
あ
る
　
そ

れ
に
旧
幕
府
脱
走
兵
の
衝
鉾
隊
や
桑

名
藩
兵
が
加
わ
っ
た
こ
桑
名
が
こ
の

加
茂
軍
議
に
深
く
か
か
わ
る
の
は
、

加
茂
が
業
名
藩
の
預
り
領
地
で
あ
っ

た
か
ら
だ
，
軍
議
に
は
米
沢
・
会
津
・

Ｌ
山
な
ど
の
奥
羽
諸
藩
と
越
後
の
付

松
・
長
岡
な
ど
の
藩
が
列
席
し
た

加
茂
町
は
桑
名
藩
十
一
万
石
松
平

定
敬
の
預
り
地
で
あ
つ
た
．
分
領
と

い
っ
て
も
良
い
ほ
ど
桑
名
侯
の
風
紀

が
浸
透
し
て
い
て
、
豊
か
で
お
だ
や

か
な
■
地
柄
で
あ
っ
た
．
当
時
、
大

庄
屋
市
川
正
平
治
と
い
う
商
人
が
大

庄
屋
を
つ
と
め
、
金
融
業
も
兼
ね
て

い
た
、
ま
た
加
茂
は
地
形
も
三
方
が

山
に
川
ま
れ
、
真
ん
中
に
加
茂
川
が

流
れ
、
信
濃
川
が
通
じ
て
お
り
、
新

潟
へ
人
里
、
長
岡
へ
人
里
の
好
位
置

に
あ
っ
た

そ
の
加
茂
町
へ
会
津
藩
を
は
じ
め

と
す
る
同
明
軍̈
が
五
月
こ
ろ
か
ら
進

駐
を
開
始
し
て
い
た
，
そ
こ
へ
長
岡

藩
兵
が
落
ち
て
き
た
の
で
あ
る
　
早

速
同
明
」軍
の
諸
藩
代
表
が
会
津
藩
の

宿
陣
で
あ
る

――∫
川
正
平
治
宅
で
開
か

れ
た

軍
議
は
今
後
の
越
後
戦
線
を

同
明
」Ｔ
が
ど
う
戦
う
か
を
決
め
る
重

要
な
‥‐ｌｉ
議
と
な
っ
た

日
時
は
世
応

大昌寺の本堂

市川邸顕彰碑

天明治

て天

た澪の跡で
,,赫′じミャⅢ.

(永井氏撮影)町中に点在する土蔵

古い町並み
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5 会報 峠/「塵壺」を読む

七
月
十
七
日
、
両
方
村
長
瀬
の
山

田
方
谷
に
弟
子
入
り
を
願
っ
た
継
之

助
だ
が
、
実
際
に
入
円
許
可
が
出
た

の
は
人
月
三
日
と
記
さ
れ
て
い
る
ｃ

藩
へ
の
許
可
願
の
受
理
に
は
時
間
が

か
か
っ
た
よ
う
で
、
方
谷
か
ら

「今

日
願
い
を
出
さ
ん
、
――――‐
に
も
済
ま
ざ

る
事
故
、
そ
れ
迄
は
宿
に
逗
留
の
こ

と
」
と
い
わ
れ
た
と
い
う
．
そ
の
た
め

継
之
助
は
、
文
武
宿
の
花
屋
と
い
う

と
こ
ろ
に
宿
を
取
っ
て
い
た
．

こ
こ
で
日
記
に
登
場
す
る
建
物
を

整
理
し
よ
う
．
一
つ
日
は
、
西
方
村
長

瀬
の
山
田
方
谷
邸

（本
宅
）
で
あ
る
。

河
井
継
之
助
が
十
七
日
に
訪
ね
た
と

き
、
ま
だ
工
事
中
で
あ
っ
た
こ
現
在
の

Ｊ
Ｒ
伯
備
線
方
谷
駅
近
郊
に
位
置
す

る
。
二
つ
目
は
、
松
山
城
下
の

「
水

車
」
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
藩
侯
・板

倉
氏
の
別
邸
で
あ
っ
た
ｔ
方
谷
は
、

半
月
は

「
水
車
」
か
ら
の
城
下
勤

務
、
残
り
の
半
月
は
長
瀬
の
本
宅
で

開
墾
に
あ
た
る
生
活
を
し
て
お
り
、

継
之
助
も
二
ヶ
所
で
方
谷
先
生
と
会

話
を
交
わ
し
て
い
る
．
継
之
助
は
、

し
ば
ら
く
自
炊
し
な
が
ら

「水
車
」

に
逗
留
し
た
ら
し
い
．
三
つ
め
は
、
松

山
城
下
に
あ
る
、
文
武
宿
の
花
屋
で

あ
る
。
文
武
宿
と
は
、
学
問
・
武
芸
の

修
行
者

（書
生
）
を
泊
め
る
宿
ら
し

く
、
松
山
だ
け
で
な
く
全
国
に
あ
っ

た
と
い
う
。
現
在
本
町
に
あ
る
油
屋

旅
館
の
先
祖
が
経
営
し
て
い
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

方
谷
と
の
話
の
中
で
「土
着
」
と

い
う
言
葉
が
出
て
く
る
。
そ
も
そ
も

な
ぜ
方
谷
は
、
松
山
城
下
か
ら
三
里

（十
二
キ
ロ
）
も
離
れ
た
長
瀬
に
開
墾

屋
敷
を
作
り
居
住
し
た
の
か
。
す
で

に
備
中
松
山
藩
の
元
締
と
し
て
、
評

価
を
得
て
い
た
の
だ
か
ら
、
城
下
に

屋
敷
を
構
え
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
こ
こ
ろ
は
、

守
備
の
薄
い
田
舎
に
武
士
を
住
ま
わ

せ
、
普
段
は
農
業
自
給
を
さ
せ
な
が

ら
、
藩
の
守
り
も
固
め
る
「土
着
」
政

策
を
自
ら
実
践
し
て
い
た
か
ら
、
と

い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
い
わ
ゆ
る

「屯
田
兵
」
の
は
し
り
と
も
い
え
る
。

さ
て
継
之
助
に
と
っ
て
は
、
弟
子

入
り
許
可
待
ち
の
期
間
と
は
い
え
、

有
意
義
な
時
間
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

兄
弟
子
の
家
に
招
か
れ
て
話
を
す
る

な
ど
、
交
流
を
深
め
て
い
る
様
子
が

伺
え
る
。
日
記
に
は
、
林
富
太
郎
、

三
島
貞
一郎
、
進
昌
一郎
、
会
津
藩
の

土
屋
鉄
之
助
、
松
代
藩
士
の
稲
葉
隼

人
、
神
戸
謙
次
郎
な
ど
の
名
が
つ
づ

ら
れ
て
い
る
ｃ

会
津
藩
の
土
屋
鉄
之
助
は
、
秋
月

悌
次
郎
と
同
様
、
藩
命
を
受
け
て
諸

国
視
察
を
し
て
い
る
三

十^
日
に
は
、

「水
車
」
に
て
継
之
助
と
し
ゃ
べ
っ
た

こ
ん
な
記
述
が
あ
る
。
「―‐
犀
は
諸
藩

を
訪
ね
、
学
校
の
様
子
を
始
め
、
衆

人
に
応
接
、
数
々
珍
し
き
咄
も
あ

り

淡
州
の
士
兵
、
ラ
ロ
シ
ヤ
船
へ
乗

り
し
咄
、
小
浦
惣
内
の
咄
、
水
戸
の

咄
、
姫
路
の
学
校
面
白
き
談
、
数
々

あ
り
」
実
は
後
日
、
継
之
助
が
長
崎
ヘ

向
か
う
行
程
の
途
中
で
出
会
い
、
長

崎
に
秋
月
悌
次
郎
が
い
る
と
い
う
情

報
を
教
え
て
く
れ
た
り
し
て
い
る
て

松
代
藩
士
の
稲
葉
牛
人
は
、
ホ
ラ

貝
。
大
鼓

・
采
配
を
持
つ
、
い
わ
ゆ
る

山
伏
の
格
好
で
登
場
す
る
．
信
州
松

代
藩
と
い
え
ば
佐
久
間
象
山
の
故
郷

だ
り
継
之
助
に
は

「
不
足
取
者

（取

る
に
足
ら
ざ
る
者
）
」
と
う
つ
っ
た
よ

う
だ
が
、
「
ホ
ラ
ガ
イ
ハ
は
余
程
巧

み
、
未
だ
聞
か
ざ
る
処
な
り
」
と
あ

る
こ
あ
ま
り
表
だ
っ
て
他
人
の
こ
と

を
ほ
め
な
い
継
之
助
だ
が
、
音
色
に

は
感
動
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

他
国
か
ら
来
た
藩
十
だ
け
で
は
な

い
´
兄
弟
子
方
の
出
白
も
様
々
だ
。

「山
田
は
西
方
の
百
姓
、
林
富
太
郎

は
玉
島
の
商
人
、
三
島
貞

郎
は
他

領
の
庄
屋
の
息
子
、
林

・
三
島
の
両

人
は
近
頃
の
取
立
な
り
」

「進
昌

一

郎
も
庄
屋
よ
り
酒
屋
へ
、
養
子
に
行

き
し
者
」
と
あ
る
．

（
二
島
貞

一
郎

（中
洲
）
は
、
卜
四
才
で
方
谷
に
学

び
、
昌
平
坂
学
問
所
で
学
ん
で
、
藩

校

・
有
終
館
の
学
頭
ま
で
進
み
、
明

治
に
な
っ
て
漢
学
塾

・
二
松
学
合
を

設
立
し
て
い
る
。
）

方
谷
を
は
じ
め
兄
弟
子
方
の
出
自

は
武
士
で
は
な
い
，
し
か
し
学
問
所

で
優
秀
な
人
材
は
、
抜
擢
し
て
士
人

に
登
用
さ
れ
た
．́
継
之
助
が
見
学
し

た
藩
校

「有
終
館
」
だ
け
で
な
く
、
庶

民
に
学
問
を
授
け
る

「教
諭
所
」
が

各
地
に
あ
り
、
教
育
熱
心
だ
っ
た
風

潮
が
読
み
取
れ
る
。
二
十
日
あ
た
り

の
文
面
か
ら
、
方
谷
へ
の
呼
称
が

「山

田
」
か
ら

「山
田
先
生
」
と
変
わ
っ
て

き
て
い
て
、
身
分
は
さ
て
お
き
師
と

呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
と
感
じ
て
き
て

い
る
継
之
助
の
心
境
の
変
化
を
く
み

と
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

二
十

一
日
の
末
尾
に
含
蓄
深
い
三
口

葉
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

「財
と
文
武
と
富
国
強
兵
、
兼
ね
る

之
努
、
兎
角
、
財
に
の
み
か
か
る
と
、

文
武
す
た
れ
る
と
、
山
田
の
咄
、
倹

約
も
能
け
れ
共
、
文
武
不
振
シ
テ
は

残
念
な
り
と
、
上
杉
之
振
ふ
か
不
振

か
之
談
之
有
、
望
、
中
々
高
し
」

倹
約
倹
約
で
財
政
破
綻
は
免
れ
た

の
は
い
い
が
、
文
武
が
廃
れ
て
し
ま
う

の
は
残
念
な
こ
と
だ
、
と
上
杉
の
例

を
挙
げ
て
い
る
。
「教
育
は
国
家
百

年
の
計
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
．
す
ぐ

に
は
育
た
な
い
か
ら
こ
そ
、
将
来
を

担
う
若
者
を
育
て
て
い
か
な
け
れ

ば
、　
時
的
に
財
政
破
綻
を
ま
ぬ
が
れ

て
も
未
来
が
な
い
。
い
か
に
も
財
政

改
■
家
と
教
育
者
を
兼
務
し
た
、
方

谷
ら
し
い
発
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

．
卜

一日
か
ら
は
、
日
付
・
人
気
・

花
景
に
宿
泊
、
な
ど
の
記
述
の
み
の

日
々
が
、
六
日
ほ
ど
続
く
〓
理
由
は
本

人
が
次
の
よ
う
に
書
き
記
し
て
い
る
。

「如
何
二
も
道
中
之
疲
故
か
、
頻
り

二
眠
く
、
あ
く
ま
て
休
、
共
暇
二
、
兵

庫
よ
り
筆
も
不
取
故
、
失
忘
れ
も
多

け
れ
と
も
大
略
を
記
ス
、
此
一
日
之

仕
事
な
り
」

な
に
ぶ
ん
疲
労
困
億
で
眠
く
、
寝

起
き
の
合
間
に
机
の
あ
る
松
山
で
こ

こ
ま
で
の
日
記
の
ま
と
め
書
き
を
す

る
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
、
七
月
十

日

の
兵
庫
か
ら
筆
も
と
っ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
忘
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い

か
も
し
れ
な
い
が
大
略
を
記
し
て
お

く
、
と
い
う
の
が
当
人
の
主
張
で
あ

る
の
も
し
か
し
た
ら
方
谷
先
生
や
兄

弟
子
と
の
議
論
に
夢
中
に
な
り
す
ぎ

て
、
日
記
を
書

「塵
壺
」
を
読
む
ハヽ
ー
フ

ィ白

ｕ、

_ヽ

か
も
し
れ
な
い

か

っ
た

の

一高
柳
一

マ
ッ
プ

※
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会報 峠/八町沖の星空、長岡藩士は夏オリオンを見たか 6)

八

長
岡
藩
士
は
夏
オ
リ
オ
ン
を
見
た
か

渡

邊

信

夫

長
岡
藩
十
が
作
戦
を
決
行
し
た
の
は

午
後
Ю
時
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

確
か
に
開
夜
を
利
用
し
た
か
の
よ
う

に
見
え
ま
す
．
し
か
し
、
本
当
に
そ
う

で
し
ょ
う
か
？

秋
分
の
日
に
近
い
下
弦
の
月
は
、
白

道

（天
球
上
を
月
が
通
る
見
か
け
上
の

道
）
の
最
も
北
を
通
過
す
る
の
で
す
。

実
際
に
計
算
し
て
み
る
と
、
午
後
１１
時

過
ぎ
に
は
月
が
昇
っ
て
く
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
．
で
は
東
側
の
山
々
に
よ

る
遮
蔽
は
期
待
出
来
る
の
で
し
ょ
う

か
？
　
私
は
実
際
に
現
場
に
行
っ
て

み
ま
し
た
．

夏
至
の
頃
の
太
陽
の
位
置
は
、
秋
分

の
日
の
頃
の
ド
弦
の
月
の
位
置
と
ほ
ぼ

同
じ
で
す
、
従
っ
て
、
夏
至
の
太
陽
の

昇
る
位
置
を

観

察

す

る

と
、
お
よ
そ

の
見
当
が
つ

く

は

ず

で

す
。夏

至
の
頃

の
日
の
出
の

時

刻

を

観

察
し
て
み
ま

し
た
。
観
察
し
た
場
所
は
八
町
沖
の

梯
子
橋
の
付
近
で
す
。
太
陽
は
山
々
の

ｔ

夏
は
大
平
洋
戦
争
に
つ
い
て
振
り

返
る
季
節
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
長
岡

に
於
い
て
は
戊
辰
戦
争
に
想
い
を
馳

せ
る
季
節
の
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

私
に
は
長
岡
城
奪
還
に
向
け
て
の

八
町
沖
の
深
夜
の
横
断
は
、
戊
辰
の
戦

い
の
奇
襲
作
戦
の
中
で
も
、
特
に
異
彩

を
放
つ
戦
い
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
深

夜
に
広
大
な
沼
地
を
横
断
す
る
あ
ま

り
に
も
過
酷
な
奇
襲
だ
か
ら
で
す
。

河
井
継
之
助
博
に
も
、
月
夜
の
中

の
行
軍
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
．

し
か
し
、
一方
で
は
間
夜
に
乗
じ
て
作

戦
が
行
わ
れ
た
よ
う
な
記
述
を
見
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
（

一体
、
ど
ち
ら
が
本
当
な
の
で
し
ょ

う
か
？
私
は
当
時
の
星
空
を
ス
マ
ー
ト

フ
オ
ン
の
ア
プ
リ
で
再
現
し
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
．

作
戦
が
決
行
さ
れ
た
１
８
６
８
年

７
月
２４
日
は
、
現
在
の
暦
に
換
算
す
る

と
、
９
月
１０
日
に
当
た
り
ま
す
．
旧
暦

の
２４
日
付
近
は
ド
弦
の
月
に
当
た
り

ま
す
。
下
弦
の
月
は
満
月
か
ら
９０
度
離

れ
て
い
る
た
め
、
月
の
赤
緯
が
０
度
だ

と
し
た
ら
、
月
の
出
は
丁
度
夜
半
に
な

り
ま
す
。
し
か
も
八
町
沖
の
東
側
に
は

山
々
が
連
な
っ
て
い
て
、
実
際
の
月
の

出
は
夜
半
過
ぎ
に
な
―，
そ
う
で
す
．

2014620。 夏至の頃の太陽。

連
な
り
の
北
側
か
ら
昇
っ
て
き
ま
し

た
。
計
算
さ
れ
た
地
平
線
か
ら
の
日
の

出
に
比
べ
、
約
ｌｏ
分
の
遅
れ
で
す
。
従

っ
て
、
１
８
６
８
年
９
月
１０
日
の
下
弦

の
月
の
出
は
午
後
１１
時
１８
分
頃
と
考

え
ら
ま
す
。

長
岡
藩
士
た
ち
は
間
夜
の
中
ら
沼

地
に
入
り
ま
し
た
が
、
１
時
間
余
り
で

月
の
出
と
な
り
、
月
夜
の
中
の
進
軍
と

な
っ
た
の
で
す
。
月
の
こ
う
こ
う
と
照

ら
す
中
の
進
軍
は
さ
ぞ
や
胆
を
冷
や

し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
一方

で
は
月
が
良
い
目
印
に
な
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ｃ
夜
の
人
町
沖
は
　
現
代
で

も
外
灯
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
方
角
が

わ
か
り
に
く
く
思
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
実
際
に
夜
中
に
八
町
沖
の
田
ん
ぼ

の
傍
ら
に
行
っ
て
み
ま
し
た
‘
大
き
な

道
路
か
ら
外
れ
て
、
田
ん
ぼ
の
脇
に
立

つ
と
、
あ
た
り
の
風
景
は
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
土
地
が
低
く
な
る
た
め
、

視
野
が
変
わ
る
の
で
す
ｃ
緩
い
す
り
鉢

状
に
な
っ
て
い
る
人
町
沖
の
中
に
進
む

と
、
そ
れ
ま
で
道
路
か
ら
見
て
い
た
風

景
が
一変
し
ま
す
。

そ
れ
ま
で
地
平
線
付
近
に
見
え
て

い
た
遠
く
の
集
落
の
外
灯
は
見
え
な

く
な
り
、
視
野
か
ら
一
切
の
灯
り
が
消

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
か
ろ
う
じ
て
長

岡
市
街
地
の
上
空
が
明
る
く
な
っ
て
い

る
の
が
わ
か
り
ま
す
が
、
戊
辰
の
戦
い

の
頃
は
真
っ
暗
な
空
だ
っ
た
は
ず
で

す
。
９
月
の
冷
た
い
沼
地
の
水
に
浸
か

り
な
が
ら
、
方
角
も
わ
か
ら
な
い
の
で

は
、
い
く
ら
武
十
で
も
心
身
と
も
に
堪

え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん

な
時
、
北
束
の
空
か
ら
月
が
昇
っ
て
き

た
こ
と
は
、
気
持
ち
の
面
で
、
大
き
な

救
い
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
月
を
左

後
方
に
見
な
が
ら
進
め
ば
、
真
っ
暗
な

沼
地
で
も
道
を
誤
ら
ず
に
横
断
出
来

る
は
ず
で
す
か
ら
〔
藩
士
た
ち
は
下
弦

の
月
が
照
ら
す
沼
地
を
必
死
に
渡
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
．

藩
十
た
ち
が
よ
う
や
く
対
岸
に
た

ど
り
着
く
頃
、
東
の
空
低
く

『オ
リ
オ

ン
座
』
が
昇
っ
て
き
ま
し
た
。
星
座
を

知
っ
て
い
る
藩
■
は
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
オ
リ
オ
ン
座
の
三
ツ
星
は
日
本
で

も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
ｃ

少
し
星
に
詳
し
い
人
が
い
た
ら
、
三

ツ
■
の
昇

っ
て
く
る
方
角
が
真
東
だ

と
わ
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
．
下
弦
の

月
を
抱
い
た
オ
リ
オ
ン
座
を
有
後
方

に
見
な
が
ら
、
長
岡
藩
十
た
ち
は
人
町

沖
を
渡
り
切
っ
た
の
で
す
。

※
星
図
は
株
式
会
社
ア
ス
ト
ロ
ア
ー
ツ
の

ス
テ
ラ
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
を
使
用
し
ま
し
た

渡

還

信

夫

（わ
た
な
べ
の
ぶ
お
）ブ

ロ
フ
ィ
ー
ル

ー
９
６
２
年
新
潟
市
生
ま
れ
。子
ど
も
の
頃
か
ら
星
に
ひ
か

れ
、
大
人
に
な
っ
た
今
も
趣
味
は
天
体
観
測
。
一方
、
同
じ
く

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
新
潟
の
地
元
の
郷
土
芸
能
を
父
か
ら
習

い
覚
え
、
新
潟
県
の
郷
土
の
歴
史
に
興
味
を
覚
え
る
。現
在
、

長
岡
市
内
で
コ
ン
ピ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
経
営
。

]868910午後11130頃。長岡藩士が沼を渡り始めた頃の東の星空。

2014820頃 。未明の空、オリオン座の三ツ星が見える。

]8689]]未 明。



只
見
塩
沢
堪
一則
祭

河
井
継
之
助
の
命
国
人
月
十
六
日

に
、
終
焉
の
地
で
あ
る
福
島
県
只
見

町
塩
沢
医
王
寺
に
て
菓
前
祭
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
〓

今
年
は
前
日
か
ら
の
雨
で
、
長
岡

か
ら
向
か
う
六
十
■
越
え
が
案
じ
ら

れ
ま
し
た
が
予
定
通
り
赴
く
事
が
で

き
ま
し
た
．
医
王
寺
の
河
井
継
之
助

の
墓
前
に
は
、
雨
天
に
も
か
か
わ
ら

ず
地
元
を
中
心
に
多
く
の
方
々
が
参

列
さ
れ
、
小
千
谷
の
慈
限
寺
住
職
に

よ
る
読
経
に
手
を
合
わ
せ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
追
悼
の
二
［葉
、
焼
香
と
続

き
無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
只
見
の
記
念
館
に
会
場

を
移
し
剣
舞
を
観
賞
、
深
滝
純

一
氏

に
よ
る

『
河
井
継
之
助
と
外
山
脩

造
』
の
演
題
で
記
念
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
（柴
円
）

会
員
の
声

「会
員
の
声
」
大
募
集
―

國
之
本
吏
者
民
之
雇
」
を
見
た
時
は
、
江
戸

時
代
に
こ
の
よ
う
な
先
進
的
な
考
え
を
も

っ
て
い
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
、
公
務
員
と
し
て
働
い
て
お
り
ま
す
が
少

し
で
も
そ
の
姿
勢
を
見
な
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
―
渡
辺
貴
広

（宮
城
県
仙
台
市
）

聰
八
十
里
峠

「
八
十
里
　
腰
抜
け
武
士
の
　
越
す

峠
」
。
河
丼
継
之
助
が
長
岡
落
城
後
、
主
君

が
待
つ
会
津
へ
落
ち
延
び
て
行
く
途
路
、
自

嘲
を
込
め
て
詠
ん
だ
句
だ
そ
う
で
す
。
説
明

書
き
に
寄
り
ま
す
と
、
全
長
八
里
の
崚
烈
な

峠
で
、
一里
が
十
里
に
も
感
じ
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
八
十
里
峠
と
称
ば
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
こ
の
難
所
で
あ
る
峠
も
か
つ
て
は
南
会

津
と
越
後
を
結
ぶ
要
衝
で
あ
っ
た
と
の
こ

と
。
残
念
な
が
ら
今
は
、
通
行
不
能
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
道
路
完
成
の
あ
か
つ
き
に

は
、
継
之
助
を
偲
ん
で
、
踏
破
し
て
み
た
い

峠
で
す
。　
　
―
早
井
信
英

（新
発
田
市
）

鰺
山
本
五
十
六
元
帥
を
偲
ぶ

軍
人
で
あ
り
な
が
ら
戦
後
こ
れ
ほ
ど
テ

レ
ビ
、
映
画
、
Ｄ
∨
Ｄ
な
ど
に
騒
が
ね
る
魅

力
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
山
本
さ

ん
は

「私
は
河
丼
継
之
助
が
小
千
谷
談
判

に
赴
き
、
天
下
の
和
平
を
談
笑
の
う
ち
に
決

し
よ
う
と
し
た
あ
の
精
神
を
も
っ
て
使
命

に
従
う
。
軍
縮
は
世
界
平
和
、
日
本
の
安
全

の
た
め
、
必
ず
成
立
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」

と
、
和
敬
精
神
を
も
っ
て
臨
ん
だ
と
い
い
ま

す
。
山
本
さ
ん
の
軍
人
と
し
て
の
哲
学
は
、

終
始
一買

「百
年
兵
を
養
う
は
平
和
を
護
る

た
め
で
あ
る
。
」
と
の
不
動
の
信
念
を
持
っ

た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―
三
條
和
男

（東
京
都
武
蔵
村
山
市
）

０
人
生
の
師
な
り

私
は
、
浅
草
山
へ
一緒
に
登
山
し
た
友
達

か
ら

『峠
』
を
読
ん
で
み
た
ら
と
言
わ
れ
、

読
ん
で
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
私

の
生
き
方
を
決
め
る
人
生
の
指
南
書
と
さ

せ
て
頂
い
て
か
ら
、
四
十
数
年
の
月
日
が
経

ち
ま
す
。
新
婚
旅
行
は
会
津
塩
沢
に
足
を

運
び
、
河
井
先
生
の
風
を
感
じ
な
が
ら
終
焉

の
地
に
て
お
祈
り
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

司
馬
先
生
に
河
丼
先
生
を
世
に
出
し
て
頂

き
嬉
し
い
で
す
。
牧
野
家
の
皆
様
、
会
員
の

皆
様
の
こ
健
康
と
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
―
外
山
　
東

（魚
沼
市
）

, 会報 峠/只見塩沢墓前祭・会員の声
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０
継
之
助
と
相
場
勘

河
井
継
之
助
で
、
痛
快
と
も
意
外
と
も

思
う
の
が
経
済
感
覚
で
あ
る
。
鳥
羽
伏
見
の

あ
と
江
戸
藩
邸
か
ら
長
岡
ま
で
、
舶
来
の
銃

砲
弾
薬
を
買
い
、
米
や
銅
銭
を
売
り
、
相
場

で
儲
け
な
が
ら
戻
っ
て
い
る
。
ま
た
藩
経
済

再
建
も
短
期
間
で
平
和
的
に
行
な
っ
て
い

る
。
山
田
方
谷
に
学
ん
だ
と
は
い
え
、
京

長
崎
か
ら
遠
い
越
後
に
生
ま
れ
た
武
士
の
、

地
域
こ
と
に
異
な
る

「米
」
「銀
銅
」
相
場

に
着
目
し
た
セ
ン
ス
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
だ

ろ
う
。
経
済
学
者
が
経
営
者
で
は
な
い
よ
う

に
、
学
問
だ
け
で
赤
字
を
黒
字
に
は
出
来
ま

い
。
先
物
と
現
物
の
株
式
。
商
品
相
場
の
動

き
を
操
る
ヘ
ッ
ジ
フ
ア
ン
ド
に
共
通
す
る
生

ま
れ
つ
い
て
の

「相
場
勘
」
の
持
主
で
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。
明
治
ま
で
生
き
て
、
経
済

を
動
か
す
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
西
欧
に
列
す

る
経
済
大
国
日
本
が
約
束
さ
れ
、
第
二
次
大

戦
も
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
武
士
と
し

て
の
お
持
に
立
ち
、
短
命
で
あ
っ
た
こ
と
が

惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

―
山
田
　
清

（新
潟
市
）

●
河
丼
継
之
助
、
最
後
の
五
日
間

河
丼
継
之
助
は
亡
く
な
る
前
の
五
日
間

を
只
見
塩
沢
の
村
医
矢
沢
宗
益
氏
の
家
で

過
こ
し
ま
し
た
。
負
傷
し
た
膝
が
悪
化
し
た

時
で
す
の
で
、
高
熱
を
出
し
う
わ
こ
と
を
言

っ
た
り
、
痛
み
に
耐
え
か
ね
て
不
機
嫌
に
な

っ
た
り
、
周
り
の
人
を
困
ら
せ
た
こ
と
も
多

か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
五
日
間
は
矢

沢
家
の
人
達
も
、
河
丼
継
之
助
の
世
話
を
す

る
等
大
変
だ
っ
た
で
し
よ
う
。
し
か
し
ど
う

い
う
訳
か
、
矢
沢
家
で
は
河
井
継
之
助
の
亡

く
な
っ
た
部
屋
を
大
切
に
保
存
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
当
主
が
亡
く
な
っ
た
後
も
続
き
ま

す
。
九
十
年
以
上
も
経
っ
た
一九
六
二
年
ま

で
そ
の
地
に
そ
の
ま
ま
の
姿
で
残
さ
れ
、
そ

の
部
屋
に
は
、
継
之
助
の
ゆ
か
り
の
品
々
も

大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一九
六
二

年
ダ
ム
建
設
の
た
め
、
そ
の
矢
沢
家
は
水
没

す
る
事
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
の
当
主
も
、

こ
の
家
の
保
存
に
懸
命
に
な
り
ま
す
。
行
政

に
移
築
を
訴
え
た
り
私
財
を
投
じ
た
り
大

変
な
努
力
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在

只
見
の
河
丼
継
之
助
記
念
館
に
、
終
焉
の

間
が
そ
の
ま
ま
残
さ
ね
て
い
ま
す
。
河
丼
継

之
助
の
死
を
目
の
当
り
に
し
た
矢
沢
家
の

人
達
は
、
そ
の
死
に
何
か
大
き
な
感
動
を
受

け
た
か
ら
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

―
安
食
正
明

（千
葉
県
千
葉
市
）

轡
ま
る
で
幕
末

最
近
、
人
に
会
う
と
出
身
地
を
聞
い
て
し

ま
う
。
先
日
も
東
京

（江
戸
）
で
何
人
か
の

人
に
出
会
っ
た
。
東
京
在
住
で
は
あ
る
が
、

桑
名
の
出
身
だ
そ
う
だ
。
ま
た
別
の
人
は
、

薩
摩
。
京
の
維
新
の
お
公
家
さ
ん
の
子
孫
も

い
る
。
佐
久
間
象
山
の
よ
う
な
人
の
所
に

は
、
い
ろ
い
ろ
な
出
身
地
の
方
が
全
国
か
ら

集
ま
っ
て
い
る
。
ま
る
で
幕
末
の
江
戸
を
歩

い
て
い
る
感
じ
が
し
た
。
是
非
、
人
に
出
会

っ
た
ら
出
身
地
を
聞
い
て
見
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
幕
末
に
繋
が
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で

現
代
の
継
之
助
に
出
会
え
る
か
も
し
ね
ま

せ
ん
ね
。　
　
　
―
廣
井
　
晃

（長
岡
市
）

●
民
者
國
之
本
吏
者
民
之
雇

私
が
、
河
井
継
之
助
を
知
っ
た
の
は
、
司

馬
遼
太
郎
の

「峠
」
で
す
。
そ
れ
ま
で
他
の

司
馬
作
品
を
読
ん
で
は
い
ま
し
た
が
、
他
の

主
人
公
と
は
違
い
、
自
分
の
藩
に
と
ど
ま

り
、
藩
の
み
を
考
え
る
姿
は
衝
撃
的
で
し

た
。
中
で
も
継
之
助
の
書
と
さ
れ
る

「民
者

,ォ ||
‐
|_‐
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●河丼継之助旅日記『塵壺』を読み解く会

毎週土曜日 午後1時～3時
たくじ・

●今泉鐸次
ろう             でん

1郎著『河丼継之助博』を読む会
第 2・ 4月曜日 午後1時～3時

●楽しい詩吟教室 :第 1・ 3月曜日

午前10時～11時 30分
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´

詳細は記念館へお問い合わせください。
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講
演
会
報
告

四
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
た
友
の

会
総
会
は
今
年
で
人
回
Ｈ
を
迎
え
、

そ
の
後
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
司
馬
遼
太
郎
記
念
館
特
別
学

芸
員
の
増
田
恒
発
さ
ん
。
横
浜
か
ら

お
越
し
く
だ
さ
っ
た
氏
の
演
題
は

「
『峠
』
と
横
浜
に
つ
い
て
」
。
会
場

は
集
ま
っ
た
二
百
名
以
上
の
来
場
者

の
期
待
か
ら
か
署
く
感
じ
る
ほ
ど
で

し
た
。

冒
頭
、
映
し
出
さ
れ
た
司
馬
先
生

の
写
真
を
背
に
増
田
さ
ん
は
こ
の
講

演
の
結
論
を
述
べ
ま
す
。
「継
之
助
は

横
浜
で
政
治
経
済
を
学
び
、
そ
の
後

の
思
考
行
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
の
が
横
浜
な
の
で
あ
る
。
」
増
田
さ

ん
は
司
馬
遼
太
郎
著

『峠
』
の
中
で

主
要
な
舞
台
で
あ
る
横
浜
を
、
開
港

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
継
之
助
と
横
浜

の
関
係
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
．

一．峠
一
の
中
に
あ
る

「
横
浜
出

陣
」
の
中
を
取
り
上
げ
、
横
浜
は
開

港
前
民
家
圧
卜
軒
ほ
ど
の
漁
村
で
あ

っ
た
が
、
開
港
場
に
指
定
さ
れ
て
か

ら
商
店
が
増
え
市
街
地
を
形
成
し
は

じ
め
た
と
当
時
の
様
子
を
説
明
‐
に

わ
か
に
出
来
Ｌ
が
っ
た
町
は
、
町
人

が
商
い
を
す
る
た
め
に
出
来
た
町
で

あ
り
、
武
ｌｆ
が
今
く
役
に
立
た
な
い

所
で
し
た
　
そ
し
て
、
継
之
助
の

一横
浜
に
は
明
日
の
日
本
が
あ
る
一

の
言
葉
に
も
、
彼
の
非
凡
さ
が
去
れ

て
い
る
と
語
ら
れ
ま
し
た
．

ま
た
旅
Ｈ
記
昨
市
の
安
政
六
年
六

月
七
日
の
横
浜
開
港
直
後
の
記
述
に

は
、
横
浜
が
い
ず
れ
発

展
す
る
で
あ
ろ
う
と
い

う
推
測
と
、
外
国
人
女

性
の
容
姿
を
褒
め
て
い

る
筒
所
が
見
え
ま
す
．
こ
の
こ
ろ
の

武
十
階
級
に
と
っ
て
外
国
人
は
嫌
悪

す
る
対
象
で
あ
―，
、
彼
ら
が
間
歩
す

る
横
浜
は
見
る
も
寄
る
も
汚
ら
わ
し

い
場
所
だ
っ
た
は
ず
で
す
　
増
田
さ

ん
は
そ
れ
ど
こ
ろ
か
横
浜
を
客
観
的

に
か
つ
冷
静
に
見
、
米
米
を
見
抜
い

て
い
る
と
こ
ろ
に
河
井
の
洞
察
力
の

凄
さ
が
あ
る
と
賞
讃
さ
れ
ま
し
た
，

ま
た
継
之
助
が
人
を
介
さ
ず
、
直
に

外
国
人
と
交
渉
し
て
い
る
■
に
も
先

見
の
明
を
感
じ
て
お
ら
れ
ま
し
た

こ
う
い
っ
た
形
で
継
之
助
は
経
済
感

覚
を
学
ん
で
い
っ
た
の
で
す

増
田
さ
ん
は
途
中
、
ｌｉｌ
馬
浄
一人
郎

先
生
の
取
材
方
法
な
ど
も
紹
介
‘‐
現

地
の
風
景
を
見
て
、
に
お
い
を
か
ぎ

書
く
の
が
司
馬
浄
一太
郎
先
生
で
あ
っ

た
と
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
、
そ
し
て

最
後
に

一一峠

を
読
む
こ
と
で
横
浜

と
い
う
町
を
、
国
際
環
境
、
国
内
の

政
治
状
況
を
、
立
体
的
に
知
る
事
が

出
来
る
の
だ
と

，ｉｌｌ
さ
れ
ま
し
た
．
た

く
さ
ん
の
資
料
や
横
浜
の
各
地
の
写

真
と
と
も
に
聴
く
増
田
さ
ん
の
講
演

は
、
私
達
が
継
之
助
の
目
線
に
な
っ

た
よ
う
な
、
そ
ん
な

一
時
間
半
で
し

た
．
司
馬
先
生
も
収
材
の
道
中
、
同

じ
気
持
ち
を
味
わ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
　
横
浜
と
聞
く
と
気
持
ち
が
躍

る
〓
そ
ん
な
継
之
助
と
同
じ
感
覚
で

す
．、　
　
　
　
　
　
　
　
　
（布
川
一

編
集
後
記

●
今
年
の
夏
は
全
国
的
に
雨
が
多

く
、
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
被
り

ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々

が
一
日
も
早
く
日
常
を
取
り
戻
さ

れ
る
こ
と
を
お
祈
り

い
た
し
ま

す
。さ

て
、
会
報

「峠
」
も
お
か
げ
さ

ま
で
第
十
六
号
の
発
行
を
迎
え
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
私
た
ち
事
務

局
も
一部
新
メ
ン
バ
ー
に
変
わ
り
初

の
大
仕
事
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
方
々
を
は
じ

め
た
く
さ
ん
の
方
々
に
御
協
力
を

賜
り
大
変
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

今
号
発
行
と
前
後
し
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
予
定
で

す
。
今
後
も
、
よ
り
多
く
の
河
井

継
之
助
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま

れ
る
記
念
館
を
目
指
し
て
行
き
た

い
と
ス
タ
ッ
フ
一
同
こ
こ
ろ
し
て
ま

い
り
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
の

ほ
ど
■
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（柴
―――
）

編
集
人

稲
川
明
雄
　
高
柳
吟
音
　
布
川
博
子

黒
田
清
江
　
柴
田
三
枝
子
　
渋
谷
七
重

島
岡
真
由
美

猪
本
爾
六
　
渡
辺
静
江
　
駒
形
豊

関
口
ト
シ
子
　
高
木
春
夫
　
高
橋
譲

田
邊
定
雄
　
羽
賀
龍
介
　
廣
井
晃

堀
□
晴
夫
　
山
村
雅
隆
　
脇
屋
雄
介

渡
辺
干
雅

月
刊
マ
イ
ス
キ
ツ
プ
編
集
部

高
速
印
刷
株
式
会
社
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司馬遼太郎記念館特別学芸員の増田恒男さん

会員の交流や情報交換を通して継之助について親しみ、学び、記念館を応援

妬 会です。                         _

●会員数
′
正会員 :498名 ′協賛会員 :49名 (3/31現在)

●特 典 l友の会会報「峠」配付
:会員と,交■ 8催事案内 参加 ・l Fl修旅行への実力 参加

●入会手続き

=華
込書に会費を添えて、事務局へ持参。

こ
=込
言を事務局へ送り(郵送、FAX)、 会費|き銀行振込また|よ

菫1更振込で納入。(手数料は本人負担となります)

●年会費  :f:言‐1-度は3月 31□よで
1にな昌・ア1小 『|1学生:5百円 `イ ,葛

'1■
●、上 2二弓

2■ :1=■  ―|,5]円 (法人の他、lLl人 τt,I,

●口座について
,加入者名/′      ・口座番号/
河丼 きヽ之耽言E念館友の会 郵1更局        IE10560--9-96432

長岡信用金瞳な[営夷
=1讐
10132829

北越銀行な店     誓]764663
大光銀行本店     誓3011256
第四銀行長同常■言「  音1560562

・:三 1吉:'「 の

「
`.■
丁 1,■1無 ||の■.,■用紙≠j事■ i]|[=`,す 丁 .〕で ■¬」■11く たさい .

●友の会事務局/河井継之助記念館

友の会ホームページアドレス http://tSuginOSuke.net/

新 入 会 員

'I紹

介          (平 成 26年 4月 1日 ～ 平 成 26年 明 31日現 在 )

安 藤  秀 ― 新潟市中央区  前 田  佐 ― 新潟県長岡市  湯 浅  次 郎 徳島県小松島市

長 谷 川 伸 彦 新潟県珂賀野雨 森 田  茂 夫 埼玉県深谷市  佐 藤  光 代 新潟県出雲崎町

濱 村  明 弘 山口県
",■

雨  山 崎  清 貴 :東 京都杉並区    以上8名 (アイウエオ順 敬称略)
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河丼継之助記念館 友の会について


